
⽇本⼈初、⾃転⾞世界⼀周冒険旅⾏者 
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出⾝ 中村春吉
な か む ら は る き ち

 
                （1872 年―1945 年） 
 
 

誕⽣〜思春期 
春吉は明治４年、御⼿洗で下級武⼠の家に⽣まれました。 
⽗親が⻄南戦争で薩摩側について負けたため、⼩学校では「賊の⼦」といじめられました。 
春吉は元来負けず嫌いでわんぱくでしたが、これにはかなり嫌な思いをしたようです。 
その後、家族で下関、そして宮島に引っ越しました。 
１２歳の時、全くの思いつきで単⾝朝鮮半島に渡りますが、⾔葉も通じず死ぬ⽬に会い、 
命からがら帰国したという破天荒なエピソードが残っています。 
このことが後々、世界⼀周することにつながっていったのだと思います。 
 

ハワイ留学で英語を学ぶ 

明治 26 年、春吉は宮島に住んでいたころ知り合った⼈の計らいでハワイに移住します。 
現地で⽣きた英語を学んだ春吉は帰国後、東京や横浜で通訳として働きます。 
その後、下関で外国語塾を開きますが、外国⼈教師と⽣徒の対⽴があり、その原因が⾦だと
決めつけた春吉は腹を⽴て、わずか半年で閉塾してしまいます。 
教師も⽣徒も塾の存続を嘆願しましたが、春吉はガンとして聞き⼊れませんでした。 
塾の名前は「⾺関忍耐⻘年外国語研究会」と⾔いましたが、⼀番「忍耐」が必要だったのは
当の春吉本⼈かもしれません。 
 

⾃転⾞で世界視察へ 
外国語塾を閉鎖した後、春吉は世界を相⼿に貿易をしたいと思うようになります。そのため
に世界を⾒て回ろうと思い⽴ちますが、⼀番経済的な移動⼿段として⾃転⾞を選びました。 
彼が購⼊したのはランブラー(Rambler)というアメリカ製のオーダーメイドの⾃転⾞で、 
現在の価値に換算すると、新⾞価格で 280 万円くらいしたそうです。 
これを中古で購⼊したそうですが、塾経営で貯めたお⾦があったから買えたのでしょうね。 
また春吉は、旅の準備で貯⾦をしていましたが、いくら貯めたら出発出来るかわからなく 
なり、いっそのこと⼈間⼒を試すために無銭旅⾏とする事に決めました。 
無銭での世界⼀周は、世界初と⾔われています。 



⽇本⼈代表の気概 

⾃転⾞を⼿に⼊れた春吉は、世界に旅⽴つ前に、まず⽇本⼀周をします。 
それによって 1⽇８時間で 100 ㎞は⾛れるという⼿応えを得ました。 
また春吉は、世界を旅する時、⾃分も⽇本⼈の代表として世界に 
⾒られるという⾃覚を持っていました。 
そこで⽇本⼀周の間に、茶道、花道、書道など、⽇本⽂化を出来る 
だけたくさん正しく習得することに努めました。 
特に⼋雲琴（やくもごと）の演奏は素晴らしく、何となく聞いていた 
⼈が、思わず姿勢を正して聞き⼊るほどの腕前だったそうです。 
他にも柔道、ビリヤード、料理などの腕前も相当なもので、多彩な才能を 
持っていたことが伺えます。 
 

いよいよ世界へ出発！ 
明治 35 年 2⽉、春吉は横浜港から船で世界に旅⽴ちました。 
最初は中国（上海）から⾃転⾞旅を始める予定でしたが、現地の 
⽇本⼈移⺠から、この先はずっと海岸線で⾵景も変わり映えが 
しないと教えられたため、そのまま⾹港まで船旅を続けました。 
⾹港からはオーストラリアに渡るつもりでしたが、 
当時のオーストラリアでは⽇本⼈の排斥運動が盛んだと教えられ、 
結局シンガポールまで船で⾏くことにしました。 
基本は頑固で⾔い出したら聞かない性分だったはずですが、 
時に素直に⼈の⾔うことを聞くこともあるという、 
よくわからない⼀⾯のある⼈でした。 

 

誇りと意地 
シンガポールに着いた春吉は、現地の⽇本⼈商会の⼤歓迎を受けます。 
そしてこれから陸路でビルマ（今のミャンマー）を⽬指すと⾔うと、 
この先道は無くなり陸路では⾏けない（当時）ので船で⾏くことを 
勧められますが、頑固な春吉は忠告を聞かずに出発します。 
実はもう船賃が無かったのです。程なく道は無くなり、 
ジャングルと断崖絶壁に阻まれ、仕⽅なく街に戻りました。 
そして忠告をくれた⼈に会わせる顔がなくて橋の下でキャンプ 
していたところ、浮浪者と間違われて警察とトラブルになります。 
そこに現れたのがその忠告をくれた⼈で、警察との仲裁をしてくれました。 
そして春吉にお⾦を渡し、再び船で⾏くように勧めました。ほどこしを受けるのを 
嫌がる春吉でしたが、「⼈の忠告を聞かずに戻って来たのは誰ですか？」と⾔われ、 
何も⾔えずにお世話になることにしました。 



動物との死闘 
春吉は旅の途中で、様々な動物と死闘を繰り広げています。 
最も死を覚悟したのは狼の襲撃で、夜テントの周りを 40 頭以上の 
群れに囲まれ、⼀晩中⽕炎瓶を振り回しながら睨み合ったそうです。 
他にも⿊豹を撲殺したとか、ジャッカルと出会い頭にぶつかったとか、 
蛇の群れや⽔⽜とのニアミスなど、よく⽣きていたなと思う出来事が 
たくさんあります。にわかに信じがたいことですが、仕⽅なく殺して 
しまったジャッカルが連れていた⼦供を保護し、上野動物園に寄贈した 
などの記録が残っており、本物のサバイバーだったことが伺えます。 
 
 

⾃転⾞ならではのトラブル 
春吉は旅の途中で、2 回パンクしたと⾔っています。 
世界を⼀周するのに、たった 2 回のパンクで済むものでしょうか？ 
おそらく当時のタイヤは今のようなチューブではなく、全てがゴム 
だったと思われます。それがスリ減ったり、千切れたりして交換した 
のでしょう。それ以外でも何度か⾃転⾞を修理に出していますが、 
ヨーロッパを旅している時に⻑い⾃転⾞旅で痔になった春吉は、 

「⾃転⾞が直っても吾輩の尻がパンクしたままだ。」 
と⾔って周囲を笑わせたそうです。 
旅の後半になると有名⼈になり、取材や報道などで懐が楽になってきた 

春吉は、痔をいたわるため、マルセイユからリヨンまで汽⾞で移動しています。 
 
 

親分肌の⼈気者 
ヨーロッパの旅を終えた春吉は、船の中で働けば船賃がタダになるアメリカ⾏きの 
船に乗ることが出来ました。ところがその船がマストが折れるほど 
の⼤嵐に会い、通常 1週間の船旅が 1ヶ⽉もかかりました。その間、 
海に落ちた船員を助けたり、船の中の揉め事を仲裁したりした春吉は、 
ボストンに到着した時に船⻑から感謝され、慰労⾦をもらいます。 
春吉はその⾦で仲良くなった船員たちに酒席を振る舞い、⼀晩で 
使い切ってしまったそうです。 
春吉の豪快な⼈柄と、どこに⾏っても⼈気者だったことが伺える 
エピソードです。 
 
 



優しさに助けられて 
アメリカ⼤陸を順調に横断した春吉は、サンフランシスコで⽇本⼈移⺠主催の 
陸上⼤運動会に招かれ、⾃転⾞競⾛に出場しましたが、最下位でした。 
しかし敢闘賞として、⽇本への船賃を贈られるという⼼憎い演出に涙します。 
こうして春吉は、「⽇本⼈初の⾃転⾞世界⼀周旅⾏」を成し遂げる事が出来たのです。 
帰国した春吉は当時のことを振り返り、こう⾔いました。 
 
「何でも⾃分ひとりでやってやると思っていたが、結局、沢⼭の⼈に助けられた。 

⼈にお⾦や⾷べ物をめぐんでもらうなど、情けないことだと考えていたが、 
そんなことを⾔っていられない出来事に何度もおそわれた。 
その度に⼈々の優しさに触れ、旅を続けることが出来たのだ。」 

 
 

世界⼀周後の春吉 
 

明治政府のスパイ説 
世界の旅から帰国した春吉は、当初の⽬的だった貿易をしませんでした。 
⼀説によると⼈が良すぎたため、だまされたりして商売は失敗したとも⾔われています。 
しかし春吉は帰国した後、ほどなくして再び出国し、中国や満州を歴訪しています。 
このことは、世界を無銭で旅した春吉の度胸とバイタリティーを買われ、明治政府の 
スパイとして活動していたと⾔われています。 
時は⽇露戦争の直前で、理由もタイミングもバッチリ重なります。 
春吉⾃⾝はスパイであることを表向きは否定していましたが、それと匂わせるような 
発⾔もしています。 
春吉の縁者が⼤隈重信から直々に電話がかかったことを証⾔しており、春吉の弟⼦も 
晩年そのことに触れるなど、信ぴょう性の⾼いエピソードと⾔えます。 
 
 

気合いで病を治す霊道法
れいどうほう

 
明治から⼤正に変わる頃、春吉はある気功術に出会います。 
それが霊道法で、春吉がわずかな修⾏の後に実践すると、 
不思議とみな病が治りました。 
⼤正 12 年の関東⼤震災ではボランティアとして治療に 
あたり、多くの⼈に感謝されました。 
そして⼤正 14 年に東京の四⾕で開業するとたちまち⼈気 
となり、あの野⼝英世も⼀定の評価をしたと⾔われます。 



故郷、御⼿洗に帰郷 

霊道法は流⾏りに流⾏り、診療所は複数に増えていきました。 
しかし春吉は、物事がトントン拍⼦に進むと飽きてしまう性分 
で、昭和３年、治療所を⾨弟に任せ、御⼿洗に帰郷します。 
春吉 56 歳の時でした。 
その後は⼦供たちとたわむれ、⾃転⾞に乗り、 
⿃や⽝、猫などを飼い、おだやかに暮らしたと⾔われます。 
 

晩年の春吉 

故郷に帰った春吉は、⼦供や動物と⼼を通わせながらも、周りの⼈からは少し変わった⼈と
いう印象を持たれていたようです。 
武術や気功の術はみな認めていたので、畏怖の念を持って尊敬される⼈物でもありました。 
そんな春吉にも最後の時がやってきます。 
昭和 20年 2⽉、親類縁者に⾒守られながら、享年 73歳で永眠します。 
 
太平洋戦争終結の半年前に亡くなった春吉。 
世界中に友⼈やお世話になった⼈がいた⾝としては、 
度重なる戦争で世界からドンドン孤⽴していく⽇本を 
どんな⾵に思っていたのだろう‥ 
 
そう思うと少し悲しい気持ちになってしまいますね。 
 
でも現在の御⼿洗は、歴史的な建物が保存される町として、 
国内外から多くの⼈が訪れる場所になっています。 
農業や観光で島に関わって活躍する⼈や、移住定住して 
⾃分らしく⽣きている⼈も少しずつ増えてきています。 
サイクリストにとってもリスペクトされる存在になっている春吉。 
 
こんな今の様⼦を⾒たら、きっと喜んでくれるのではないでしょうか？ 
 
瀬⼾内海の真ん中の⼩さな島から、素晴らしい快男児が湧いて出た奇跡に、 
是⾮、共感していただきたいと思います。 
 
 
 

 
資料提供：御⼿洗重伝建を考える会・御⼿洗デザイン⼯房・呉市⽂化スポーツ部⽂化振興課・御⼿洗観光ガイドの会 他
参考書籍：⽮沢明著  瀬⼾内「御⼿洗」の町並み 
     横⽥順彌著 わがはいは中村春吉である 
     押川春浪著 中村春吉⾃転⾞世界無銭旅⾏ 
     豊町史   他                       記事：NPO 法⼈瀬⼾内サイクルメディア 
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年表 

西　暦 和　暦
春吉年齢

（一部推定）
出　　　来　　　事

1871年 明治4年 御手洗にて生まれる

1893年 明治26年 22歳 ハワイに移住

1897年 明治30年 26歳 ハワイより帰国

1898年 明治31年 27歳
下関で英語塾を開くが、外国人教師と生徒の対立により閉鎖

その後しばらくして海外貿易に携わろうと思い立つ

1902年 明治35年 31歳
海外貿易の前段階として海外事情を視察するため、

自転車による世界一周無銭旅行に出発する

1903年 明治36年 32歳

世界一周旅行から帰国

帰国後は一所に定住せず、満州などを転々としていたが、

これについては軍事探偵だったという説がある

また大正時代に入っては、霊道法という精神的医術の普及に

努める

1923年 大正12年 51歳 関東大震災の被災地で霊道法によるボランティア治療をする

1925年 大正14年 53歳 東京四谷に「中村霊道治療所」を開設する

1928年 昭和3年 56歳 治療所を門弟に任せ、御手洗へ帰郷

1945年 昭和20年 73歳 御手洗にて永眠
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